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みえ森林・林業アカデミーの校舎建築の注目点
松阪農林事務所森林・林業室　樋口

話  題  を  追  っ  て話  題  を  追  っ  て

はじめに
　みえ森林・林業アカデミーの校舎が昨年度末に完成して、
4月から多くの皆さんに利用されています。
　本冊子でも以前に建築中の様子をご紹介しましたが、あら
ためて、建物の概要から、こだわりのポイント、見どころなど
をご紹介したいと思います。
　筆者は、4月に松阪の事務所に異動となりましたが、アカ
デミーの開講から校舎の計画・設計、建築、竣工までを担
当した経緯があり、今回、この記事を寄稿させていただくこ
とになりました。

建築概要
　あらためて、建築概要は次のとおりです。
■構　　造：木造
■階　　層：地上1階
■延べ床面積：831.4m2
■木材使用量：約340m3
■工 事 費：4億9千万円
■設　　計：みえ森林・林業アカデミー、三重県県土整備
　部営繕課、(有)南勢建築設計
■施　　工：(株)山口工務店、(株)生田、(株)カキトー、ほか
■木材調達：松阪木材株式会社
■主要諸室：
・大教室：最大60名規模で主に講座を行う教室
・中教室：最大45名規模で講座のほか各種ワークショップ
　等を行う教室
・小教室：最大30名規模でICT関連をはじめとする講座を
　行う教室
・執務室：職員が業務を行う室、学長室・講師控室を含む
※大教室と中教室は廊下を挟んで間仕切られており、間仕
　切りの建具を倉庫内に引き込むことで一体的に使用するこ
　とが可能
　上記をみると、規模の割に木材使用量が多く、構造だけ
でなく、内外装を含めてふんだんに木材が使用されているこ
とが分かります。
　木材については、県内７地域の地域産材を建物の箇所ご
とに使い分けていますので、ぜひ、それぞれの材の特徴を
見比べていただけたらと思います。
　階層は、敷地が林業研究所交流館の南側に位置している

ため、日照等を考慮して１階としています。
　設計については、配置計画から諸室のプランニング、プ
ロポーションや内外装のデザイン、現しの架構形状、造作
家具や建具のデザイン、環境設備の導入といったベースの
部分を、建築に造詣の深い速水特別顧問をはじめ、太田
学長、各分野の専門家である講師の方 に々ご相談しながら、
また、受講生の皆さんに意見をいただきながら、みえ森林・
林業アカデミーとして行っており、随所にそのこだわりをみる
ことができます。
　なお、施工については、建築、電気、機械とそれぞれ
別途発注で行っており、他にも、映像音響設備や環境設備
等についても別途発注しています。

建築のコンセプト
　計画・設計を進めるうえで、学長、特別顧問から最初に
いただいたご意見は次のものでした。
・単に学びの場としてだけでなく、受講生、講師、事務局、
修了生など、アカデミーに関わる多様な人々が交流できる
場とすること
・SDGsの達成に資する建物とすること
　これを受けて、設計時には次のコンセプトを掲げて基本
設計を進めました。
・快適な学びと交流の場の創出
・持続可能性
　また、やはり森林・林業分野の建物とあって、次のコン
セプトも盛り込みました。
・木造建築の教材
　それぞれの内容については、本冊子の令和4年7月号の
記事も参照していただければと思いますが、コンセプトに沿っ
た注目点などを、あらためてご紹介します。

快適な学びの場の創出
　教室をエントランスから遠ざけることで、集中して講義に
臨んでもらえるようゾーニングを行ったことは以前の号でも
説明しましたが、快適な学びの場の創出としては、ほかにも
いろいろ工夫をしています。
　まず、音環境についてですが、今回の建物では天井と壁
は基本的に木製の板張りになっています。
　床は無垢材のフローリングかカーペット、一部でリノリウム
になりますが、大教室・中教室ではヒノキの無垢フローリン
グとなっています。
　経験された方もいると思いますが、木材は意外と音を反
射するので、床・壁・天井の全てが板張りだと音の反響が
うるさくなってしまいます。
　特に、大教室・中教室は片流れ屋根の直天井で、天井
が斜めになっているので、音の反響が複雑になり、話し声な
どもうるさくなってしまうのではないかという心配がありました。
　そこで、天井と壁の板張りについて、板を突き付けて張

建物南側-西面の外観
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　上記をみると、規模の割に木材使用量が多く、構造だけ
でなく、内外装を含めてふんだんに木材が使用されているこ
とが分かります。
　木材については、県内７地域の地域産材を建物の箇所ご
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見比べていただけたらと思います。
　階層は、敷地が林業研究所交流館の南側に位置している

るのではなく、板と板の間を10～ 15mm程度あけて張るこ
とで、その隙間で音を吸音する仕様としました。
　目透かし張りという張り方になるのですが、建物全体の壁
や天井でその張り方を多く用いています。（今回の建築では
この目透かし張りを小幅板目透かし張りとして、実が隙間を
ふさぐ本実目透かし加工については羽目板目透かし張りとし
て区別しています。）

　さらに、大教室・中教室では、壁の高い部分で縦格子
（ルーバー）状に板を張っており、目透かしよりも大きな隙
間（30mm程度）を細かいピッチで設けることで、より吸
音効果を高めるようにしています。
　このような内装の仕様は、デザイン面でもメリハリがつい
たものとなり、全て木の木質空間においては、平滑なテク
スチャーでは圧迫感がありうるさくなりがちなところを、凹凸
があり直線が強調されたテクスチャーにすることですっきりと
落ち着いた印象にしています。
　次に、開口については、教室内からの視線と近隣住宅と
の視線が交錯しないよう配慮しているほか、軒・庇を深くと
ることで、解放感と内包感を両立させる工夫をしています。
　特に大教室・中教室の南面では、それぞれ9m程度の
連続した大開口となっているため、軒高を抑えて軒の出を
深くすることで、屋内と屋外の間に緩衝空間を設け、教室
内での居心地の良さや安心感、講座における没入感の向
上を図っています。

　また、南面の軒の出を深くすることは、プロジェクターの使用
が主となる講座において、年間を通して太陽の日射を抑制し、安
定した光環境を創出することを考慮しています。（せっかくの開口
も常にブラインドが閉めっぱなしではもったいないですからね。）
　もちろん、南面の軒が深いことは、紫外線と雨掛かりによる建
具や外壁の劣化を防ぐことも考慮したものになります。

交流の場の創出
　交流の場の創出については、教室内での交流はもちろん

のこと、教室以外でもくつろぎながら談話などができるスペー
スを各所に設けています。
　玄関近くでは下足のまま利用できるスペースであったり、
本棚付近では暖炉の前で読書や談話ができるスペースと
いったように、場所に応じた利用形態も考慮しながら、一人
であっても複数人であっても、落ち着いて滞在したり、より
交流が深まるような空間づくりに努めています。
　もともとアカデミーを開講する際にも、「アカデミーはサロン
のようなものだ。」「講座で知識や技術を学ぶことも大切だが、
仲間とのつながりをつくれるような場でなければならない。」
ということを学長や特別顧問からよく仰っていただいていたこ
ともあり、今回の建築では、建物として、どうすればそのよ
うな場を創出できるのかということをよくよく考えました。

持続可能な木材利用
　SDGsの達成に資する建物ということで、まずは、建物の
主要な建材となる木材の持続可能性について考えました。
　皆さんもご存じのとおり、木材は国内有数の豊富な資源
として、また、再生産可能でサステナブルな資源として、そ
の活用が期待されています。
　しかし、海外においては、過度な伐採や違法伐採等により、
生物多様性の減少や人権の侵害などの問題が起きている
例もあります。
　そのような問題を含んだ木材について、普段から気をつ
けているつもりでも、例えば、下地材や補強材といった見え
ないところ、気づかないところで使用されている可能性もあ
ります。
　そのため、今回の建築では、持続可能で責任ある森林管
理につながる木材を使用することとして、FSC®の規格に基
づいた森林認証材または管理木材を使用することとしました。
　具体的には、今回の建物で使用した木材について、全て
の柱材で尾鷲ヒノキのFSC®認証材を使用しており、その
ほかの製材、合板についてもFSC®の規格で管理木材に
該当する三重県産材を使用しています。（６月28日FSCプロ
ジェクト認証取得）
　さらに、下地材などで使われる木の繊維、木粉、石膏ボー
ドの原紙といった紙に至るまで、全ての木質原材料について、
管理木材に該当する国産材や森林認証材を使用しました。
　トイレのブースや水回りなどで一般的に使用されている
パーティクルボード等については、今回検討したものでは管
理木材に該当せず、使用することができなかったため、そ
のような部分では、県産材を使用して製作・造作を行って
います。
　余談ですが、音響機器のスピーカーについて、ヨーロッ

暖炉に面した談話スペース

中教室の内観

大教室南面のデッキ
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　階層は、敷地が林業研究所交流館の南側に位置している

パを本拠とするメジャーなメーカーの製品が納入されたので
すが、さすがに難しいだろうと思って確認したところ、エンク
ロージャー（筐体）の木質材料についても当然のように森林
認証材が使われており、EU木材規則の効力も含めて、当
地の森林認証に対する意識の高さがうかがえました。

環境負荷を低減する設備
　次に、環境設備についてですが、今回の建物では主に次
の設備を導入しています。
・太陽光発電：最大出力32kW（停電時16kW）
・蓄電池：定格出力15kW、容量40.5kWh
・雨水利用：タンク容量3,000ℓ
・薪ストーブ３台、暖炉１基
　太陽光発電については、年間を通して算定すると、今回
の建物における消費電力を相殺できる程度の発電量を備え
ています。
　蓄電池については、主に夜間の電力供給を目的としてい
ますが、停電時の非常電源としても使用することができ、一
般的な４人家族の戸建て住宅におけるおよそ４日分の電力を
賄うことができます。
　雨水利用については、通常、トイレの洗浄水として利用す
ることになりますが、日本建築学会が定める雨水活用技術
基準において整雨レベル４、制菌レベルAの水質となるため、
災害時等には風呂用や、緊急的に調理・飲料用としても使
用できるものになります。
　薪ストーブや暖炉については、林業研究所で木材の使用
済みの試験体が多く出ることから、それらを薪として利用す
ることにしています。
　これらの設備については、環境配慮ということだけでなく、
東南海地震など大規模な災害発生時において、この建物を
防災拠点や避難所として自立的に機能させることも目的とし
て導入したものになります。

製材歩留まりの向上
　今回の建築では、製材歩留まりを高めて山元への利益還
元を目指すということを念頭に、一般流通材の規格に応じた
製材の使用や、大径材を使用したワイドスパンの架構、羽
柄材、端材、小径材等の有効活用に取り組みました。
　一般流通材の規格を用いることは、経済性や調達のしや
すさで有利になるほか、加工工程がシンプルになるため歩留
まりの向上にもつながります。
　大教室・中教室の10m以上のワイドスパンとなる架構で
は、梁成240mm、柱成300mm（ともに幅は一般的な構
造材の規格のベースとなる120mm）などの大断面の部材
を使用していますが、現在では地域の森林に成熟して大径
化した木材資源が豊富にあることから、今後、木造建築の
主要構造において、地域産の大径材が活用されることが期
待されます。
　大教室・中教室については現しの架構となっていますの
で、ぜひ、中大規模木造建築や住宅建築においても木構
造の参考としていただけたらと思います。
　また、大径材などの木材を使用するうえで製材歩留まりを高
めるためには、やはり、木取りを十分に考える必要があります。

　今回の建築では羽柄材の使用も多くありますが、余すこと
なく１本の丸太から多くの部材を活用できるよう、あえて細か
い材を使うことも考えて設計しています。
　例えば先述したルーバー壁もそうですが、さらに細かい材
の活用として、小教室の天井では、30mm幅の小幅板を
350mm角程度のパネルに張り付けて使っています。

　また、最近、DLTやNLTという単語を聞くこともあるかも
しれませんが、これは板を積層してダボや釘でとめた面材に
なり、細かい材で大きな面材をつくるという技術になります。
　今回の建物でも、倉庫や廊下の天井で、丸みや樹皮がつ
いたままの板を積層して釘でとめたNLT（今回はブレットシュ
タッペルという名称を用いています）を使用しており、丸太の
外側の部分まで無駄なく使うことを考えました。

県産材を使用した家具
　さらに、今回の建物では、木製家具においても県産材を
使用して製作しており、製材の端材をパネル状に積層したも
のや幅接ぎにしたものを使って、教室机やソファベンチ、テー
ブル、業務机などを製作しています。
　これらの家具についても、もちろん、端材の有効活用によ
る製材歩留まりの向上を考えたものであり、アカデミーの講
師である野地伸卓さんが代表取締役を務める株式会社
nojimoku（当時は野地木材工業株式会社）で開発しても
らいました。
　他にも、製材を使ってDIYでもつくれる簡易な構造のフレー
ムソファや、シェードに尾鷲わっぱ（FSC®認証ヒノキ、県
指定伝統工芸品）を使用した照明などもあります。
　これらは、みえ森林教育ビジョン（R2.10策定）の基本
的考え方の一つにあげられる「森林や木材が暮らしや経済
に当たり前に取り入れられている社会づくりへ向けた教育」
における教材としても、身近な家具等への県産材の活用を
考える参考にしていただけたらと考えています。

おわりに
　まだまだ説明し足りない重要な内容もありますが、紙面の
都合上、ここまでとさせていただきます。
　続きについては、ぜひ、実際に建物を見ながら、事務局
から説明を受けていただけたらと思います。
　今回の建築では、木造建築・木材利用における様々な課
題も見えてきました。
　そのような課題もアカデミーの教材として皆さんで共有し、
解決に向けた取組を進めることで、今後、よりすばらしい木
造建築・木材利用の推進につなげていただければと思います。

小教室の内観



5三重の林業（No.435）　2023年7月

「ニッセイ美杉の森」森づくり宣言書調印式を開催しました。
三重県農林水産部みどり共生推進課

話  題  を  追  っ  て話  題  を  追  っ  て

　企業の森「ニッセイ美杉の森」の森づくり活
動スタートに先立ち、令和5年5月18日（木）に
森づくり宣言書の調印式を行いましたので、そ
の概要を報告します。

▽企業の森「ニッセイ美杉の森」
　三重県では、県民の皆さまをはじめ、企業、ボランティ
ア団体など、さまざまな主体による森林づくり活動を推進
しており、その一環として、企業による森林づくり活動を
支援する「企業の森」の取組を推進しています。
　「ニッセイ美杉の森」は、県内で59件目の「企業の森」
であり、公益財団法人ニッセイ緑の財団が活動の主体と
なります。この森は津市美杉町に位置し、面積約0.5 
ha、樹種はスギを中心とした私有林です。令和5年3月1
日～令和10年3月31日を活動期間と定め、中勢森林組
合及び日本生命グループの従業員によるボランティア組
織“ニッセイの森”友の会津支社が参加して、間伐作
業が行われます。

▽調印式の様子
　調印式は、三重県津庁舎にて開催し、ニッセイ緑の財
団の清水理事長、“ニッセイの森”友の会津支社の得田
支社長、津市の前葉市長、三重県農林水産部の中野
部長が出席しました。
　森づくり宣言書に出席者がそれぞれ署名した後、清水
理事長が代表して、「持続可能な社会を支える大切な財
産である森林を守り育てる活動に、地域の皆様と協働し
て取り組む。」と宣言いただきました。署名後には、4者
による記念撮影を行いました。
　調印式の最後には、出席者の皆様からご挨拶いただき、
「さらなる環境貢献や地域貢献を目指し、地域に根差した
森づくりを拡大させていきたい。（清水理事長）」、「持続
可能な社会を支える大切な森を、大切に育てていきたい。
（得田支社長）」、「多くの方に森林を身近に感じてもらい、
豊かな森林を次の世代に引き継いでいきたい。（中野部
長）」、「森づくりの大切さについて市民と意識を共有しな
がら取り組んでいきたい。（前葉市長）」といった意気込
みを述べていただきました。

（左から、中野部長、得田支社長、
清水理事長、前葉市長）

森づくり宣言書

▽今後の予定
　令和5年9月9日（土）に、第1回森づくり活動が予定
されています。
　県では、活動の様子をホームページ等で情報発信す
るなど、引き続き「ニッセイ美杉の森」における活動を
支援してまいります。

はじめに
　みえ森林・林業アカデミーの校舎が昨年度末に完成して、
4月から多くの皆さんに利用されています。
　本冊子でも以前に建築中の様子をご紹介しましたが、あら
ためて、建物の概要から、こだわりのポイント、見どころなど
をご紹介したいと思います。
　筆者は、4月に松阪の事務所に異動となりましたが、アカ
デミーの開講から校舎の計画・設計、建築、竣工までを担
当した経緯があり、今回、この記事を寄稿させていただくこ
とになりました。

建築概要
　あらためて、建築概要は次のとおりです。
■構　　造：木造
■階　　層：地上1階
■延べ床面積：831.4m2
■木材使用量：約340m3
■工 事 費：4億9千万円
■設　　計：みえ森林・林業アカデミー、三重県県土整備
　部営繕課、(有)南勢建築設計
■施　　工：(株)山口工務店、(株)生田、(株)カキトー、ほか
■木材調達：松阪木材株式会社
■主要諸室：
・大教室：最大60名規模で主に講座を行う教室
・中教室：最大45名規模で講座のほか各種ワークショップ
　等を行う教室
・小教室：最大30名規模でICT関連をはじめとする講座を
　行う教室
・執務室：職員が業務を行う室、学長室・講師控室を含む
※大教室と中教室は廊下を挟んで間仕切られており、間仕
　切りの建具を倉庫内に引き込むことで一体的に使用するこ
　とが可能
　上記をみると、規模の割に木材使用量が多く、構造だけ
でなく、内外装を含めてふんだんに木材が使用されているこ
とが分かります。
　木材については、県内７地域の地域産材を建物の箇所ご
とに使い分けていますので、ぜひ、それぞれの材の特徴を
見比べていただけたらと思います。
　階層は、敷地が林業研究所交流館の南側に位置している
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みえ森林ワークブックを作成しました
～学校学習で活用できる教材の開発～

三重県林業研究所普及・森林教育課

話  題  を  追  っ  て話  題  を  追  っ  て

　令和２年10月に策定した「みえ森林教育ビジョ
ン」実現のため、森林教育の裾野の拡大を目的に、
「みえ森林ワークブック」を作成しました。

１　ワークブック作成の方針
　「みえ森林ワークブック」作成においては、次のような
方針を定め取り組みました。

①学校学習の中で森林教育を実施
　　森林教育の裾野の拡大のため、県内の小学校に通
　う小学５年生と小学６年生の全ての児童に「みえ森林
　ワークブック」を配布する。

②小学校学習指導要領に対応した内容
　　学校で行われる普段の学習現場で森林教育が実施
　できるよう、小学校学習指導要領に対応した内容とする。

③現場の教員が活用しやすい工夫
　　ワークブックの小学校学習指導要領における位置づ
　けなどが書かれた、教員用の手引書を同時に作成する。

④三重県の森林・林業への理解を深める内容
　　三重県の森林・林業や木づかいについての知識を
　深め、地域愛を育めるよう、教科書に書かれているこ
　とに、三重県の森林・林業の視点を取り入れた内容と
　する。

⑤その他
　　持続可能な社会づくりのための教育（ESD）の視
　点を取り入れるとともに、これまで小学５年生に配布し
　てきた副読本「三重の森林とわたしたちのくらし」と関
　連付ける。

２　みえ森林ワークブック作成検討会を通
　じた検討
　教育関係者を中心としたみえ森林ワークブック作成検
討会を３回開催し、森を守る仕事として「林業」が取り
上げられる小学５年生社会科と、水や空気の循環や生物
同士のつながりについて学ぶ小学６年生理科の小学校学
習指導要領に対応したものが効果的であるなどといった、
専門家からの意見を参考に、みえ森林ワークブックを作
成しました。

作成した「みえ森林ワークブック」

【みえ森林ワークブック作成検討会のメンバー】
津市立育生小学校教諭　伊藤洸亮氏
（一社）SDGｓコミュニティ 代表理事 新海洋子氏
松阪市立徳和小学校主幹教諭　服部真一氏
三重大学教育学部教授　平山大輔氏
京都教育大学教授　山下宏文氏　（五十音順）
三重県教育委員会事務局小中学校教育課
三重県林業研究所

３　今後の展開
　令和４年度に作成したワークブックは、令和５年７月に
県内の小学校に通う全ての小学５年生と小学６年生の児
童に配布します。
　また、令和５年度には、ワークブックの内容に関連し
た動画コンテンツを作成し、より多くの小学校の学校現
場でこのワークブックが活用されるよう、現場の声を聞き
ながら、さらにブラッシュアップを図っていきます。

伊賀市の森林・林業
　伊賀市の区域面積は、約５万６千ヘクタールで、
その内森林は、約６割にあたる３万４千ヘクタール
を占めています。人工林率は57％と県平均人工林率
62.5％を下回っており、零細で小規模な森林所有者
が多くなっています。
　伊賀市では、市域の多くの面積を占める森林の整備
を推進するため、森林環境譲与税を活用し、未整備と
なっている森林の環境林整備、地域材の利用促進、森
林境界の明確化のほか、官民が連携した組織である「伊
賀市未来の山づくり協議会」において未来の山づくり
に取り組むため、森林整備・人材育成・担い手の確保・
木材利用の促進や普及啓発の取組を進めています。

森林環境譲与税を活用した森林整備
　【森林経営管理制度の推進】
　令和３年度から森林経営管理制度に基づき、所有
者への今後の森林管理に対する意向調査を行ってい
ます。モデル地区として諏訪地区を設定し、令和３
年度は約38ヘクタール、令和４年度は約307ヘクター
ルにおいて調査が完了しました。令和５年度で諏訪
地区全域において調査が完了する見込みとなってい
ます。
　今後は、経営管理権集積計画を策定し、境界測量
や間伐事業を実施する予定です。

【三者協定による森林整備】
　伊賀市では、森林の水源かん養・土砂流出防止・
地球温暖化防止等多様な公益的機能を高度に発揮さ
せるため、森林所有者、林業事業者及び市の３者で
施業協定を締結し、公益に資するための森林整備事
業を行ってきました。これまで、森林環境創造事業
及びみえ森と緑の県民税事業において環境林整備事
業を行ってきましたが、これらに加えて森林環境譲
与税を財源として、公益に資するための森林整備事
業を推進しています。
　令和元年度 　38ヘクタール
　令和２年度 　21ヘクタール
　令和３年度 　66ヘクタール
　令和４年度　146ヘクタール
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＜県内市町の森林環境譲与税及び森林経営管理制度の取組状況(第6回)＞
森林環境譲与税を活用した取り組みについて

伊賀市産業振興部農林振興課

伊賀市の森林・林業
　伊賀市の区域面積は、約５万６千ヘクタールで、
その内森林は、約６割にあたる３万４千ヘクタール
を占めています。人工林率は57％と県平均人工林率
62.5％を下回っており、零細で小規模な森林所有者
が多くなっています。
　伊賀市では、市域の多くの面積を占める森林の整備
を推進するため、森林環境譲与税を活用し、未整備と
なっている森林の環境林整備、地域材の利用促進、森
林境界の明確化のほか、官民が連携した組織である「伊
賀市未来の山づくり協議会」において未来の山づくり
に取り組むため、森林整備・人材育成・担い手の確保・
木材利用の促進や普及啓発の取組を進めています。

森林環境譲与税を活用した森林整備
　【森林経営管理制度の推進】
　令和３年度から森林経営管理制度に基づき、所有
者への今後の森林管理に対する意向調査を行ってい
ます。モデル地区として諏訪地区を設定し、令和３
年度は約38ヘクタール、令和４年度は約307ヘクター
ルにおいて調査が完了しました。令和５年度で諏訪
地区全域において調査が完了する見込みとなってい
ます。
　今後は、経営管理権集積計画を策定し、境界測量
や間伐事業を実施する予定です。

【三者協定による森林整備】
　伊賀市では、森林の水源かん養・土砂流出防止・
地球温暖化防止等多様な公益的機能を高度に発揮さ
せるため、森林所有者、林業事業者及び市の３者で
施業協定を締結し、公益に資するための森林整備事
業を行ってきました。これまで、森林環境創造事業
及びみえ森と緑の県民税事業において環境林整備事
業を行ってきましたが、これらに加えて森林環境譲
与税を財源として、公益に資するための森林整備事
業を推進しています。
　令和元年度 　38ヘクタール
　令和２年度 　21ヘクタール
　令和３年度 　66ヘクタール
　令和４年度　146ヘクタール

伊賀市未来の山づくり協議会による取組
　伊賀市未来の山づくり協議会は、行政・林業関係
事業者・住民団体等の官民連携で構成する協議会で
す。
　当協議会は、森林の環境整備・木材利活用・魅力
創造・人材育成を進めることを目的として活動して
おり、現在３１団体の会員で構成されています。協
議会には①環境整備、②木材利活用、③魅力創造、④
人材育成の４つの部会を設置し、事業を行っていま
す。当協議会の活動の財源が森林環境譲与税による
伊賀市負担金です。

≪活動実績≫
【環境整備部会】
・森林環境整備の手法や優先順位の基本方針を定め
た計画を策定するに際し、整備的要素についての資
料を収集、解析、整理する「森林環境整備基本計画
案作成のための資料作成」を行いました。
・伊賀市森林作業道整備事業補助金交付要綱（案）
を策定しました。

【木材利活用部会】
・木育の取組及び安心して市内のイベントに来ても
らうことを目的として、木製組立式授乳室の制作を
行いました。

木製組立式授乳室

　伊賀市では、令和元年度より森林環境譲与税
を活用した事業を進め、森林の整備、地域材の
利用促進及び官民が連携した山づくりに取り組
んでいます。

話  題  を  追  っ  て話  題  を  追  っ  て
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伊賀市の森林・林業
　伊賀市の区域面積は、約５万６千ヘクタールで、
その内森林は、約６割にあたる３万４千ヘクタール
を占めています。人工林率は57％と県平均人工林率
62.5％を下回っており、零細で小規模な森林所有者
が多くなっています。
　伊賀市では、市域の多くの面積を占める森林の整備
を推進するため、森林環境譲与税を活用し、未整備と
なっている森林の環境林整備、地域材の利用促進、森
林境界の明確化のほか、官民が連携した組織である「伊
賀市未来の山づくり協議会」において未来の山づくり
に取り組むため、森林整備・人材育成・担い手の確保・
木材利用の促進や普及啓発の取組を進めています。

森林環境譲与税を活用した森林整備
　【森林経営管理制度の推進】
　令和３年度から森林経営管理制度に基づき、所有
者への今後の森林管理に対する意向調査を行ってい
ます。モデル地区として諏訪地区を設定し、令和３
年度は約38ヘクタール、令和４年度は約307ヘクター
ルにおいて調査が完了しました。令和５年度で諏訪
地区全域において調査が完了する見込みとなってい
ます。
　今後は、経営管理権集積計画を策定し、境界測量
や間伐事業を実施する予定です。

【三者協定による森林整備】
　伊賀市では、森林の水源かん養・土砂流出防止・
地球温暖化防止等多様な公益的機能を高度に発揮さ
せるため、森林所有者、林業事業者及び市の３者で
施業協定を締結し、公益に資するための森林整備事
業を行ってきました。これまで、森林環境創造事業
及びみえ森と緑の県民税事業において環境林整備事
業を行ってきましたが、これらに加えて森林環境譲
与税を財源として、公益に資するための森林整備事
業を推進しています。
　令和元年度 　38ヘクタール
　令和２年度 　21ヘクタール
　令和３年度 　66ヘクタール
　令和４年度　146ヘクタール

・伊賀産の材木の需要創出及び市内製材所に愛着を
持ってもらうことを目的として、DIY（日曜大工）等
の木材販売対応が可能な製材所一覧のパンフレット
を3,000部作成し、市内の小売店などに設置しました。
また、店舗・施設の内装等への木材利用についての
アンケート調査を実施しました。

【魅力創造部会】
　会員の団体が、山の魅力を感じることが出来る事
業を実施しました。

［槙山生産森林組合　滝谷池周辺整備事業］
　植樹と関連施設整備を実施し、滝谷池周辺のキャ
ンプ等の野外活動利用促進と山林の魅力向上及び地
域活性化を図りました。

［柘植地域まちづくり協議会　「霊山」魅力創造事業］
　柘植地域の山並みを改善し、新たな観光資源とし
て市内外の人たちに魅力を感じてもらえるよう整備
するため、地域住民と地域内外から参加したボラン
ティアが交流を図りつつ、約 1.8 ヘクタールの山林
において約 2,000 本のミツマタを植樹しました。

ミツマタ植樹　集合写真

［博要住民自治協議会　「博要の森」魅力創造事業］
　他地区、下流域住民との交流事業を展開して、山
に親しみをもってもらう機会を創出しました。（モミ
ジ植樹、桜山整備、旧博要小学校校舎周辺整備、昆
虫の森整備、ホタル水路周辺里山整備、環境教育活動）

［博要住民自治協議会　下流域への PR キャンペーン
事業］
　ショートムービー「博要のこえ」「博要の山づくり」
を製作しました。ホームページや YouTube などで、
発信し、博要の魅力を伝え、移住者・林業従事者の
増加を図ります。

ショートムービー「博要の山づくり」
YouTube「博要住民自治協議会」チャンネルで

公開しています

その他森林環境譲与税を活用した取り組み
【森林境界明確化事業補助金】
　森林境界明確化等の地域活動を行う者が、市との
協定に基づき行う森林境界明確化に要する経費に補
助金を交付しました。
　境界明確化面積
　　令和元年度　186ヘクタール
　　令和２年度　214ヘクタール
　　令和３年度　225ヘクタール
　　令和４年度　260ヘクタール

【伊賀産材ブランド化事業補助金】
　伊賀産材のブランド化を目指し、市内出荷及び利
活用の促進を図るため、市内の森林を伐採して市内
の原木市場や製材所等へ原木を出荷する者に対して
補助金を交付しました。
　出荷材積
　　令和３年度　1314㎥
　　令和４年度　1855㎥

【緊急間伐・搬出間伐推進事業補助金】
　森林の適正管理を推進し、森林の持つ多面的機能
を維持させるため、間伐作業を行う森林所有者等に
補助金を交付しました。
　間伐本数
　　令和４年度　5,300本

今後の取り組み
　令和５年度から、森林施業及び木材の集材・搬出
を促進するため、市内の森林における作業道の整備
を支援する伊賀市森林作業道整備事業補助金を開始
します。今後は、森林環境整備に加え、施設等への
木材の利活用の推進及び林業の新たな担い手創出に
向けた施策についても実施する予定です。
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　「なにこれ、すごいきれい‼」
　富田さんが生産された黒炭を見せていただいた時、
とても感動しました。「これは『菊炭』といって茶道
で使われる炭だよ。」と教えていただきました。断面
が菊のように見えることからこのように呼ばれるそ
うで、材料には「くぬぎ」のみが使われます。

　富田さんは50歳から炭焼きを始められました。既
に炭焼きを引退していた富田さんのお父さんに復帰
してもらい、お父さんの炭焼き技術を見よう見まね
で学ばれました。見て覚えろタイプのお父さんだっ
たので、教えてもらえることはなかったそうです。
　富田さんと一緒に写っている窯は、お父さんと一
緒に炭焼きしていた窯が使えなくなって、その窯を
参考に試行錯誤して富田さんが作られた窯です。１
回で約350kgの炭が生産でき、ひと月２回の炭焼き
で、富田さんは年間約1,500kgを生産しています。
　茶道用の炭は、炉用（11月～４月）と風炉用（5
月～ 10月）があり、長さや太さが細かく決まってい
てたくさんの種類があります。また、光沢と火持ち

　津市美杉町下之川で、「菊炭」を生産されてい
る富田眞司さんをご紹介します。

話  題  を  追  っ  て話  題  を  追  っ  て

伊賀市の森林・林業
　伊賀市の区域面積は、約５万６千ヘクタールで、
その内森林は、約６割にあたる３万４千ヘクタール
を占めています。人工林率は57％と県平均人工林率
62.5％を下回っており、零細で小規模な森林所有者
が多くなっています。
　伊賀市では、市域の多くの面積を占める森林の整備
を推進するため、森林環境譲与税を活用し、未整備と
なっている森林の環境林整備、地域材の利用促進、森
林境界の明確化のほか、官民が連携した組織である「伊
賀市未来の山づくり協議会」において未来の山づくり
に取り組むため、森林整備・人材育成・担い手の確保・
木材利用の促進や普及啓発の取組を進めています。

森林環境譲与税を活用した森林整備
　【森林経営管理制度の推進】
　令和３年度から森林経営管理制度に基づき、所有
者への今後の森林管理に対する意向調査を行ってい
ます。モデル地区として諏訪地区を設定し、令和３
年度は約38ヘクタール、令和４年度は約307ヘクター
ルにおいて調査が完了しました。令和５年度で諏訪
地区全域において調査が完了する見込みとなってい
ます。
　今後は、経営管理権集積計画を策定し、境界測量
や間伐事業を実施する予定です。

【三者協定による森林整備】
　伊賀市では、森林の水源かん養・土砂流出防止・
地球温暖化防止等多様な公益的機能を高度に発揮さ
せるため、森林所有者、林業事業者及び市の３者で
施業協定を締結し、公益に資するための森林整備事
業を行ってきました。これまで、森林環境創造事業
及びみえ森と緑の県民税事業において環境林整備事
業を行ってきましたが、これらに加えて森林環境譲
与税を財源として、公益に資するための森林整備事
業を推進しています。
　令和元年度 　38ヘクタール
　令和２年度 　21ヘクタール
　令和３年度 　66ヘクタール
　令和４年度　146ヘクタール

「菊炭」生産者をご紹介します！
津農林水産事務所　林業普及指導員

の良いものが良い炭とされるそうです。作り方（技
術）によって、光沢が全然違うそうで、その時の材
料（くぬぎ）の具合を見極めて空気口を調整するそ
うですが、「15年炭焼きをしていてもこれが難しい
し、炭焼きの奥深さが、年数が経つにつれ分かって
きた。おやじの炭にはなかなか追いつけない。」と
富田さんは話されていました。

　炭焼き以外の季節には、富田さんはくぬぎ林の手入
れ（育林）と伐採等をしています。富田さんが炭焼き
を始められた頃は、美杉町内にたくさんのくぬぎ林が
あったそうですが、今は少なくなってしまったので富
田さん自ら植林をして、今は約１町のくぬぎ林の手入
れをしています。
　菊炭は見た目の美しさが重要なため、育林では下刈
り（特につる切り）と枝打ちが欠かせません。伐採は
12月から４月までに行います。くぬぎが水を吸い上
げる時期に伐採すると、炭になった時に樹皮がはずれ
てしまい商品になりません。また、くぬぎは萌芽で育
ちますが、スギ、ヒノキの植林と同様、これは鹿との
戦いで、獣害防護柵の設置も必須です。そして、中心
から放射線を描く美しい菊炭を作るには南斜面で育て
たくぬぎが良いなど、品質の良い菊炭を作るには、く
ぬぎを育てるところから手間をかける必要があるとの
ことでした。
　「１回１回炭の出来が違うから、炭を窯から出す
瞬間が一番楽しみやし、炭を見た人に『きれい』っ
て言ってもらうのが本当にうれしいな。」と話され
ていた富田さん。これからも、見た人を感動させる
炭を作り続けて欲しいです！
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連 　 　 載連 　 　 載
＜三重大学生物資源学部＞第19回
三重県の土砂災害　～これまでの発生状況と斜面崩壊発生予測の試み～

信州大学農学部　堤 大三
※令和５年４月に三重大学から信州大学に異動しました。

1. はじめに
　三重県はそのほぼ中央部を中央構造線が東西に貫い
ています（図－1左）。その北側には伊勢平野を囲むよ
うに養老山地や鈴鹿山脈、布引山地があります。南側
は、高見山地、台高山脈から紀伊山地へとつながる山
地域となっており、多くが傾斜角30°を超える急峻な
地形を呈しています（図－1右）。地質の観点からみる
と、中央構造線の北側の養老山地は砂岩を中心とした
付加体、鈴鹿山脈から布引山地、高見山地、台高山脈
へと続く山地には、砂岩やチャート、石灰岩、玄武岩
などの付加体、花崗岩や花崗閃緑岩、デイサイト、流
紋岩といった火成岩帯、片麻岩などの変成岩帯がパッ
チ状に混在しています。中央構造線より南の紀伊山地
では、片岩等の変成岩地質帯に続き泥岩や砂岩，チャー
ト、泥岩砂岩互層の堆積岩帯が交互に現れます。県南
部の地質帯は、地すべりが発生しやすことで知られて
います。また、国土交通省が取りまとめた地域別深層
崩壊跡地密度マップにおいても，紀伊山地を中心に深
層崩壊発生の推定頻度が「特に高い」地域が示されて
います。気候の観点では、熊野灘沿岸域から紀伊山地
にかけての一帯は年降水量が3,000 mmを超える日本
有数の多雨地帯として知られています。
　この様に、三重県は南部の紀伊山地を中心に、地形・
地質・降雨の面から、土砂災害の発生危険度の高い地
域といえます。土砂災害につながる土砂移動現象は、
斜面の土層が崩れる表層崩壊から、基盤層にもすべり
面が及ぶような深層崩壊、緩慢な滑動をする地すべり
といった大規模な土砂移動現象まで様々な形態がある
と考えられます。本稿では，三重県で近年発生した土
砂災害事例をとりあげ、そのような土砂災害のひとつ
の形態である表層崩壊の発生を、物理モデルを用いて
予測しようとする試みについて解説します。｠

　紀伊半島の東に位置する三重県は，中央部を中
央構造線が貫いており，その周辺では脆弱な地質
が見られます。また，南部を中心に，標高が高く
急峻な山岳地帯となっていて，地質構造と地形の
両面から土砂災害の危険度が高い地域といえま
す。三重県での既往の土砂災害に触れた後，斜面
崩壊発生予想の試みについて紹介します。

図－1　左：紀伊半島における紀伊山地，
中央構造線の位置，右：三重県の山地（傾斜）分布

2. 三重県での土砂災害
　ここでは、2004年9月の三重県宮川村での豪雨災害
と、2011年9月の紀伊半島豪雨災害を主にとりあげ、
2020年に発生した地すべりについても言及します。
　2004年9月に発生した台風21号は、9月29日8:30
ごろに鹿児島県に上陸しました。宮川村の明豆で、
29日9:00-10:00に時間雨量125 mm、連続雨量は
665 mmを記録しましたが、12時から計器故障のた
め欠測しました。この豪雨により、宮川村では多数
の斜面崩壊・土石流災害が発生しました（図－2）。
三重県全体で死者、行方不明者は10名に達しました。
村内を流れる宮川の各支川ではいたる所で土石流が
発生し、裏山に接近した斜面下部の家屋が斜面崩壊
によって被害を受けました。斜面崩壊の多くは人工
林の発達した急斜面で発生し、基盤岩上の表土層が
崩れ落ちる表層崩壊に分類されるものでした。
　2011年の台風12号は紀伊半島や四国・中国地方の
東部を中心として各地で記録的な豪雨をもたらしま
した。8月31日から9月4日までの5日間に、宮川村の
総雨量1,603 mmとなったのをはじめとして、多く
の地点で総雨量1,000mmを超える雨が記録されてい
ます。この豪雨によって、三重県を含む紀伊半島南
部の広い範囲で土砂災害が多発しました。中でも、
基盤岩の上部にある表土層だけでなく、基盤岩その
ものが土層と共に崩れ落ちる深層崩壊が多数発生し
ました（図－3左）。
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図－2　2004年の宮川豪雨災害時に発生した
表層崩壊

図－3　大規模な土砂移動（左：2011年に発生した
深層崩壊，右：2020年に発生した地すべり）

　表層崩壊や深層崩壊の様に豪雨によって突発的に
斜面が崩れ落ちる現象と異なり，長期間にわたり緩慢
に土塊が滑動し，大規模な被害をもたらす地すべりも
発生しています。図－3右に示す地すべりは，2020
年に発生した事例です。
　上記の土砂移動現象のうち，表層崩壊に対しては森
林もつ抑制機能が効果を発揮することがありますが，
深層崩壊や地すべりに対してはほとんど効果がないと
考えられます。

3. 斜面崩壊発生予測のこころみ
　土砂災害の防止・軽減のために，斜面崩壊の発生を，
物理的なプロセスをモデル化して予測するこころみが
古くからおこなわれています。ここでは筆者らが最近
実施した事例を紹介します。
　降雨が斜面土層に浸透して基盤岩上で飽和帯が発生
します。斜面崩壊は，土層の間隙水圧が上昇すること
で斜面方向に滑ろうとする力と基盤岩上に留まろうと
する力のバランスが崩れた時に発生します。その物理
プロセスをモデル化するために，まず降雨浸透過程を
計算する必要があります。最も厳密な方法は，飽和・
不飽和浸透流解析と呼ばれるものですが，土層毎に異
なる多くのパラメータを用いて，負荷の大きな計算を
行う必要があります。そこで，計算負荷が小さく，シ

図－4　2013年伊豆大島での斜面崩壊（左：実際の
崩壊エリア（黄色線），右：予測計算結果）

ンプルな計算手法としてディフュージョンウェーブ法
という解析方法を採用しました。この方法は，降った
雨がすぐに土層内部の飽和帯に到達し，飽和帯の側方
浸透のみを計算するものです。土層内の飽和帯の挙動
を得たら，次に斜面崩壊のモデル化を行います。最も
単純なモデル化は，ある場所の斜面が斜面上下方向に
無限に同じ状態でつながっていると仮定する無限長斜
面を用いて力のバランスを計算する方法です。シンプ
ルですが，この方法では正確な崩壊の位置や形状を表
現することができません。そこで，斜面の上から下ま
でをひとつながりに捉え，起こりうる崩壊形状の全て
を対象に力のバランスを計算し，最も危険度の高い崩
壊形状を選ぶ，臨界すべり面法という方法を採用しま
した。ただ，この手法を広範囲に適用する際，単純な
正方格子による分割では，計算ができません。そこで，
対象範囲を地形に従って水が流れるルートに沿ったス
トリームチューブと呼ばれるもので分割し，臨界すべ
り面法を適用する工夫を行いました。計算結果の一例
を図－4に示します。これは，2013年に伊豆大島で
発生した表層崩壊の事例です。広範囲に発生した崩壊
を精度よく再現できています。ただし，この再現性の
高さは火山地帯にみられる均質な斜面土層が均一な厚
さで分布していたことが奏功したもので，この事例の
様に正確に再現できる場合ばかりではないことがわ
かっています。

4. おわりに
　現在，地球温暖化の影響で雨の降り方がますます
激しくなる傾向が顕著にみられ，土砂災害も激甚化
することが心配されています。三重県においても，
土砂災害の発生に備え，ハードとソフトの両面から
対策を講じていく必要性が以前にもまして高まって
いると感じます。
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事のあらすじ
　今から２５年程前の北川県政の時代の話です。　
トップダウンで知事から三重県独自のデカップリン
グ政策を検討・予算化するよう指示があり、その年
の４月１日付けで私（当時主幹）と農業技師（当時
主査）の２名が県庁の総合企画局政策調整課へ異動
になりました。それから１年間、悪戦苦闘しながら
一連の事業として立案・予算化を図っていくことに
なりますが、これからという段階になって予想しな
かった出来事が次々と起こってきます。

そもそも三重県型デカップリングとは
　デカップリングとはカップリングしない農（林）
業政策をいいます。カップリング政策とは生産対策
に行政が支援して生産量・額を増やすことで農林業
を振興する政策ですが、デカップリング政策は生産
対策を行うことなく、農林家の所得を増やす政策を
いいます。そして頭に三重県型が付いているので三
重県独自の今までやったことの無い斬新な政策を期
待されたということになります。

着任からヨーロッパ視察まで
　４月に所属に配属になってから資料集めやヨーロッ
パ・国内先進地の視察の準備、有識者からの意見の聴
取等々を行いながら、県庁内のワーキンググループや
三重大学生物資源学部教官（３名）とのワーキングの
立ち上げを行いました。
　県庁内のワーキンググループには総合企画局の他、
農林水産商工部、環境部（森林部門の主力が置かれて
いた）、地域振興部、科学技術振興センターから代表選
手が集められ、定期的に意見交換を重ねていきました。
また、総合企画局内部では我々担当２名の他、直属の
班長（副参事）と理事、次長等が毎週１回のペースで
集まり政策の方向性などを固める作業を行い、一定の
方向性が固まれば知事の思いとズレが無いかを確認す
るレクを行っていきました。
　そして、５月の中旬にデカップリングの先進地であ
るヨーロッパ（ドイツ・スイス・イギリス）の３国を

視察調査することになりました。視察団は総合企画局
次長を団長、農林水産商工部産業政策課長を副団長に
各部選出のワーキンググループメンバーと三重大学生
物資源学部教官２名を加えた総勢１０名のメンバーで
構成されました。
　渡欧中の１０日間は見るもの聴くことが新鮮で、
あっという間に過ぎ去っていきました。

ドイツ南部バーデンヴュルテンベルク州
での農家視察　1998.5.25撮影

政策立案のドタバタ
　政策の組み立ては４月から書いては直す作業を繰
り返していましたが、ヨーロッパ視察から帰ってか
らはそれが本格化していきました。世界中どこにも
無い斬新な政策を作りたいという気持ちと、公金を
支出するのだから自ずと常識的な線があるだろうと
いう気持ちの間で揺れ動く中で、案を作っては各部
との摺り合わせや上司とのレクを繰り返していきま
した。
　そして夏までに大枠のイメージとして、「条件不利
地である中山間地域の森林・農地の適正な管理に必
要な支援策」とするというところまで固めて知事の
了解を得ました。
　続いて、具体的な事業の構築に入っていくのです
が、事態は予期せぬ方向へと動き出します。

（次回に続く）

　このコーナーへの投稿依頼があり、クスクスツ
と笑えるようなネタが良いのかとも考えました
が、珍しい体験談の方が興味深く読んでもらえる
のではと考え、昔経験したデカップリングの話題
を取り上げることにしました。

森爺の四方山話　「三重県型デカップリング」の舞台裏
～大山鳴動して鼠一匹～　前編

たかはた山ろくの小兎

寄 　 　 稿寄 　 　 稿
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頑 張 っ て ま す !頑 張 っ て ま す !

◆自己紹介
　私は伊勢市出身で、大学を卒業後、県外で勤務し
ましたが、自然の中での仕事をしたいと思い、県内
の農業分野の民間企業に転職しました。その後、結
婚し、子どもができ、ライフスタイルが大きく変化
したことから転職を考え、令和４年１２月にいせし
ま森林組合に事務職員として就職しました。

◆林業に就職したきっかけ
　伊勢市内で生まれ育ったので、身近に自然が感じ
られる環境ではありませんでしたし、大学も文系だっ
たこともあり、森林や林業との接点はまったくあり
ませんでした。自然環境に興味を持つようになった
きっかけは、大学時代の夏休み、長野県の農家での
住み込みアルバイトの経験だったと思います。自然
に囲まれた環境での仕事に興味を持ちました。卒業
後、県外の企業に勤めてからもその思いが残ってお
り、農業に転職しました。
　そして、林業との出会いは、農林水産支援センター
主催の農林漁業就業・就職フェアの会場でした。地
元である伊勢を所管しているいせしま森林組合の
ブースで説明を受け、ワーク・ライフのバランスが
とれ、かつ自分の興味にあった仕事だったことと、
担当者の人柄にも魅力を感じ、就職を決意しました。

◆林業の現場での仕事
　森林組合に就職して半年が経ちましたが、体力面で
まだまだついていけてないと思います。正直、農業に
従事していて、力仕事もそれなりに経験があったので
不安はなかったのですが、山での作業は身体の使い方
も違うようでキツイですね。仕事の内容は、森林組合
が受注した森林整備事業の管理業務の補助が中心で、
具体的な作業としては施業地の周囲測量や、標準地調
査などです。先輩職員に付いて回り、基礎の基礎から
指導していただいています。初めてのことばかりで、
覚えなければいけないことが山ほどあり、日々がむ
しゃらです。そのような中でも、スギ、ヒノキの違い
が分かってきたり、いろんな野生動物に出会えたりと、
自然の中で働いていることを実感する瞬間があり、う
れしく感じます。

◆今後の抱負について
　これまで自分のまわりには、森林、林業について知
る人がほとんどいませんでした。森林、林業、木や自
然の魅力や大切さをたくさんの人に知って欲しいと思
います。森林組合が管内各地の小・中学生に向けて開
催している森林教育・木育活動は大切だと思いました
し、自分も関わっていきたいと思っています。もちろ
ん、林業のこともしっかり学びます。本年度は、みえ
森林・林業アカデミーのプレイヤー育成コースを受講
させてもらえ、幅広く、先端的な知識・技術を学ぶ貴
重な機会となっています。若い世代の感覚を活かし、
スマート林業など新しい技術を積極的に取り入れ、業
務効率化に貢献したいと思います。
　今はワーク・ライフともに充実した日々をおくれて
います。わんぱく盛りの子どもには手を焼いています
が、将来は地元や自然を好きになって欲しいと感じて
います。

　今回登場いただくのは、いせしま森林組合企画
整備課に配属した永田智紀さん（28歳）さんです。
就職して半年がたち、いまの想いをお聞きしまし
た。

自然に囲まれた仕事に魅力を感じて
いせしま森林組合　永田 智紀さん

永田　智紀さん

測量・調査業務の様子
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Q
A

森林に興味を持ったきっかけを教えてください。

こ の 人 に 聞 くこ の 人 に 聞 く

Q
A

自己紹介をお願いします。

　　　私は神奈川県出身で、東京の大学で機械工学を
　　　学んだのち、愛知県の自動車関連企業で勤務し
ており、ものづくり分野におけるデジタル技術の活用を進
めています。また、以前から興味のあったデザインの分
野を学んでみようと、社会人学生として京都芸術大学の
通信課程に進学しました。ここではプロダクトデザインや
ブランディング、ローカルデザイン（地域やまちづくりの
ためのデザイン）を学びました。

　　　普段はデスクワークが多く、あまり体を動かす機
　　　会がないのですが、友人に誘ってもらい登山を始
めるようになりました。特に鈴鹿の山々は自宅からのアク
セスも良く、山ごとに特徴があってとても魅力的で、何度
も出かけています。
　山にますます興味を持ち始めたころ、偶然ラジオで紹
介されていた「森林飽和～国土の変貌を考える～」（み
え森林・林業アカデミー太田猛彦学長の著書）を読み、
これまでの森林や林業を取り巻く歴史、現状を知ること
ができ、また森林整備を行ううえでの課題にも関心をも
つきっかけになりました。
　これまでは、登山に行くときもリフレッシュや自然を満
喫する気持ちで森林を見て、森林の中を歩いていたので

　今回登場していただくのは、菰野町に拠点を置
く、認定NPO法人森林の風（以下、森林の風）の会員、
角谷千明さんです。ご自身のキャリアを活かした
森林とのかかわりについてお話いただきました。

第１０５回　認定NPO法人森林の風　角谷千明さん
聞き手：四日市農林事務所　森林・林業室　林業普及指導員　水上 知之

Q
A

森林の風に参加した理由は何でしょうか？

　　　検索していたらホームページを見つけ、会の活動
　　　がとても充実していたので、さっそく問い合わせ
を行い参加することとなりました。当然、これまで森林整
備をしたこともなく、メンバーから作業方法や道具の扱い
方などを丁寧に教えてもらいました。また、会が主催す
る「まちのきこり人育成講座」も受講しました。

　　　大学で学んでいることの集大成として卒業制作が
　　　あります。これまでの体験や学びを活かし、森林
をとりまく現状を多くの人に伝え、行動を起こしてもらう「コ

Q
A

森林教育・体験プログラム「もりくる」を作
られたそうですね。

チェンソーのメンテナンスを学ぶ

「もりくる」を手にする角谷 千明さん

すが、本を読んでからは、整備の遅れた人工林がとても
目に付くようになりました。森林を良くしていくためにどう
やって関わっていくべきなのか、そして私にもできること
はないだろうかという思いが膨らんでいきました。

　講座では、伐倒や枝打ちなど、森林整備の基礎的な
ことから、チェンソーを使用した作業、メンテナンスも学
びました。ほかにも測量や標準地調査、応急手当など、
森林での活動に関する一通りを身につけることができまし
た。経験はこれからですが(笑)。
　講座を通じて、普段は体験できない自然との関わりや、
体を動かして森林づくりをしていることを実感し、私が活
動をすることで森林が明るくなっていく事実をかみしめて
いました。会のメンバーは大先輩が多いですが、私より
もずっと技術も体力もあり、これからも社会貢献を続けて
いくという熱い気持ちに触れ、晴れて森林の風に仲間入
りすることとなりました。

ト（イベント企画、ブランディング）」をデザインしようと
決めていました。ただ、一口に森林を体験するといっても、
自然観察やヨガ、間伐作業など、私が経験したことも含
めてその幅がとても広く、ターゲットを絞り切れずにいまし
た。
　そのような中、友人から「自分自身の行動がどう変わり、
森林保全活動に参加するようになったのか？」と指摘を
受け、これまでに何を考えて、どう動いたのかを書き出
してみました。

　そうすると、3つのステップがあることに気づきました。
まず登山などを通じて、受け身で「自然が好きなんだな」
という漠然とした気持ちを持っていた私が、本を読み、
知識を得ることで「想像し、発見する」ことができるよう
になり、さらに森林整備などの活動を通じて「私の行動
で森林が変わる」という確信になりました。この3つのス
テップを軸にして「もりくる」が生まれました。

すみや
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　　　大学で学んでいることの集大成として卒業制作が
　　　あります。これまでの体験や学びを活かし、森林
をとりまく現状を多くの人に伝え、行動を起こしてもらう「コ

　　　「もりくる」は、森林の豊かさを次の世代に伝える
　　　ため、森林について行動を起こす人の輪を広げ
ていくことを目的とした森林教育・体験プログラムで、私
の経験から生まれた3つのステップ「もりくる3STEP」を
提唱しています。
① 森林が好きな人を、もっと知りたいという気持ちへと
　つなげるために、五感を使って魅力を感じることを目指
　した「ひかれる」
② 森林を知った人が未来を想像できるようになるために、
　多様性を発見することを目指した「みつける」
③ 未来が想像できる人が行動できる人になるために、
　作業で環境の変化を体感する「かかわる」
の3部構成になっていて、それぞれに実践例やアクティビ
ティ、ラーニングをまとめてあり、組み合わせることによっ
て参加者や環境などの状況に応じたプログラムが作れる
ようになっています。
　「もりくる」を具現化するために、ロゴやブランド作成、
プログラムの体系整理を行い、アウトプットとして冊子を

Q
A

「もりくる」のことを詳しく教えてください。

東員町城山小学校で森林教育を実践

作成し、この仕組みを用いたイベントなどを行いました。
参加者から「周りに今日感じたことを伝えようと思う」「た
だ作業するだけではなく、気づきを得られるプログラムに
なっていた」と好意的な評価が得られました。

かぶと緑の少年隊と一緒に

　　　卒業制作は「試作」で終わってしまうことも多い
　　　のですが、「もりくる」は今年度もイベントで試す
チャンスがあります。来年度以降、本格的にスタートさ
せたいので、経験を積み重ねて完成度を高めていきたい
です。また、企業の森の取組と組み合わせ、活動への
参加者を増やしていくきっかけにするなど、共感を得られ
るようにしたいと思っています。

Q
A

今後はどのような活動をしていくのでしょう
か。

ト（イベント企画、ブランディング）」をデザインしようと
決めていました。ただ、一口に森林を体験するといっても、
自然観察やヨガ、間伐作業など、私が経験したことも含
めてその幅がとても広く、ターゲットを絞り切れずにいまし
た。
　そのような中、友人から「自分自身の行動がどう変わり、
森林保全活動に参加するようになったのか？」と指摘を
受け、これまでに何を考えて、どう動いたのかを書き出
してみました。

　そうすると、3つのステップがあることに気づきました。
まず登山などを通じて、受け身で「自然が好きなんだな」
という漠然とした気持ちを持っていた私が、本を読み、
知識を得ることで「想像し、発見する」ことができるよう
になり、さらに森林整備などの活動を通じて「私の行動
で森林が変わる」という確信になりました。この3つのス
テップを軸にして「もりくる」が生まれました。 　課題は「もりくる」をいかに拡げていくのかと思ってい

ます。林業や森林体験は、登山やキャンプ、農業体験
といったアクティビティに比べて、なかなか興味を持って
もらいにくいように感じていますが、一方で、自動車業界
でもJ-クレジットや木材活用など耳にする機会が増えてい
て、追い風もあると感じています。だからこそ、木や森
林の価値について正しく伝えていく必要があります。森
林整備が本来の仕事ではない私は、自発的に学び、動
き続けなければならないと思っています。また「仕事以
外に何かしたい」という現役世代の人たちと森林に行き
たいと思っています。森林は、空間、プロダクト、体験
などなど、活用のアイデアを膨らませ実装できる場だと
思っています。

「もりくる」は角谷さんのnote
に詳しく掲載されています。
ぜひご覧ください。
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ヒノキ特定母樹ミニチュア採種園での種子生産
三重県林業研究所　主査研究員　山中 豪

●ヒノキ特定母樹ミニチュア採種園
　今回紹介するヒノキの採種園（以下、当採種園）
は平成26～27年にエリートツリーミニチュア採種
園として造成されたものです。しかしながら、エリー
トツリー採種園から得られる種子は花粉症対策に資
するものではありません。そこで令和2年、植栽さ
れているエリートツリーのうち特定母樹として指定
されているもの以外を伐採しました。これにより、
当採種園は特定母樹ミニチュア採種園として生まれ
変わりました（写真-1）。
　特定母樹は主にエリートツリーの中から選ばれて
おり、その指定においては、花粉量が一般的なスギ、
ヒノキの概ね半分以下という基準が設けられていま
す。従って、当採種園から採種した種子によって生
産された苗木は、花粉症対策に資するものです。
　当採種園から大量の種子が生産できれば良いので
すが、残念ながら、ヒノキのミニチュア採種園にお
ける種子生産は、スギと比較して難しい部分があり、
これまで僅かな量しか採種できておらず、民間への
種子配布もできていません。このことから、より安
定的に種子を生産するための管理手法を明らかにす
るため、調査を行っています。

●ヒノキ種子の生産方法と調査内容
　実際の種子生産にかかる作業を簡単に説明しなが
ら、調査内容についても紹介していきます。
　スギやヒノキの種子は球果の中に入っており、球
果は受粉を経た雌花が発達したものです。つまり、
多くの種子を得るためには、多くの花を咲かせなけ
ればなりません。特定母樹は前述のとおり花粉量が
少なく、花が着きにくいため、そのままでは安定し
て種子を生産することはできません。そのため、植
物ホルモンであるジベレリンの入った農薬を、樹皮

の内側に注入することで、花芽形成を促進します（写
真-2）。
　花芽は毎年夏頃に形成され、冬を越し、春に咲き
ます。春にうまく受粉した雌花はその後どんどん大
きくなり、球果となります。ここから問題になるの
がカメムシです。カメムシは球果に寄り付き、吸汁
することで、種子の発芽率を大幅に下げてしまいま
す。この対策として、球果がついている枝一つ一つ
に防虫袋を被せています。この防虫袋は目の細かい
網を縫って自作したものですが、枝の大きさによっ
て必要となる網の大きさも異なるため、いろいろな
大きさの網を試しています（写真-3）。防虫袋をかけ
る作業は大変な労力を要しますが、得られた種子の
発芽率は防虫網の有無によって大きく異なるため（図
-1）、省略することはできません。

　秋には成熟した球果を枝からもぎ取り、葉などの不
要物を取り除いてから球果を乾燥します。乾燥した球
果はカサが開き、中から種子がこぼれ出るので、篩に
通せば種子が得られます。
　これで終わりではなく、次の採種に向けて、採種の
後に剪定を行う必要があります。剪定をしなければ、
樹高や樹冠幅はどんどん大きくなり、枝が混み合って
枯れ上がり、採種ができない状態に陥ってしまいます。
スギの場合は萌芽枝が発生しやすいので、強く剪定し
ても数年後には葉が茂りますが、ヒノキはスギほど萌
芽しやすくありません。特に植栽間隔が1.5 m前後と
短い場合、樹冠の形状や各枝の葉量を維持することは
容易ではなく、これがスギと比較したヒノキミニチュ
ア採種園の難しい点の一つです。
　当採種園の造成当時の間隔は1.5 mでしたが、特定
母樹以外を伐採したことで現在はいびつな配植となっ
ており、個体ごとに周囲の混み具合が異なります（写

真-1）。これを利用し、周囲の混み具合で種子生産量
は異なるのか、さらに、枝単位で採種や計測を行うこ
とで、どのような条件の枝に球果が実りやすいか、と
いった点に注目して調査を行っています。
　スギやヒノキの着果量には年による豊凶があります
が、幸いなことに今年度は豊作のようで、当採種園の
多くの枝は球果が鈴生りの状態です（写真-4）。これ
らを採種した結果をもとに、詳細な解析を行なってい
く予定です。鈴生りの球果をご覧になりたい方は是非
ご見学いただければと思います。

●新しく造成した採種園
　当採種園は規模が小さいこともあり、令和元年度
には設計本数225本、0.37 haの特定母樹ミニチュア
採種園を造成しました（写真-5）。この採種園では、
枝の混み合いを避けるため、植栽間隔を通常のミニ
チュア採種園よりも広い4.0 mとしています。この
採種園の母樹は順調に育っており、近々採種が可能
となります。本稿で紹介した採種園で得られた成果
を、この新しい採種園での種子生産に適用すること
で、より安定的かつ効率的なヒノキ種子の生産を実
現できるものと考えています。

　林業に従事する方の多くは、林業のスタートは
苗木を植えることであると考えているかもしれま
せん。しかし実際には、品種改良、採種園造成、
種子生産、苗木生産といった重要なプロセスを経
たうえで植栽は成り立っています。今回は種子生
産について知ってもらうべく、ヒノキのミニチュ
ア採種園と、そこで行っている作業や調査につい
て紹介します。

写真-1．ヒノキ特定母樹ミニチュア採種園
上空から撮影。写真上端および下端はスギ。特定
母樹以外を伐採したので、いびつな配植となっている。

写真-2．ジベレリンを樹皮の内側に注入している様子
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●ヒノキ特定母樹ミニチュア採種園
　今回紹介するヒノキの採種園（以下、当採種園）
は平成26～27年にエリートツリーミニチュア採種
園として造成されたものです。しかしながら、エリー
トツリー採種園から得られる種子は花粉症対策に資
するものではありません。そこで令和2年、植栽さ
れているエリートツリーのうち特定母樹として指定
されているもの以外を伐採しました。これにより、
当採種園は特定母樹ミニチュア採種園として生まれ
変わりました（写真-1）。
　特定母樹は主にエリートツリーの中から選ばれて
おり、その指定においては、花粉量が一般的なスギ、
ヒノキの概ね半分以下という基準が設けられていま
す。従って、当採種園から採種した種子によって生
産された苗木は、花粉症対策に資するものです。
　当採種園から大量の種子が生産できれば良いので
すが、残念ながら、ヒノキのミニチュア採種園にお
ける種子生産は、スギと比較して難しい部分があり、
これまで僅かな量しか採種できておらず、民間への
種子配布もできていません。このことから、より安
定的に種子を生産するための管理手法を明らかにす
るため、調査を行っています。

●ヒノキ種子の生産方法と調査内容
　実際の種子生産にかかる作業を簡単に説明しなが
ら、調査内容についても紹介していきます。
　スギやヒノキの種子は球果の中に入っており、球
果は受粉を経た雌花が発達したものです。つまり、
多くの種子を得るためには、多くの花を咲かせなけ
ればなりません。特定母樹は前述のとおり花粉量が
少なく、花が着きにくいため、そのままでは安定し
て種子を生産することはできません。そのため、植
物ホルモンであるジベレリンの入った農薬を、樹皮

の内側に注入することで、花芽形成を促進します（写
真-2）。
　花芽は毎年夏頃に形成され、冬を越し、春に咲き
ます。春にうまく受粉した雌花はその後どんどん大
きくなり、球果となります。ここから問題になるの
がカメムシです。カメムシは球果に寄り付き、吸汁
することで、種子の発芽率を大幅に下げてしまいま
す。この対策として、球果がついている枝一つ一つ
に防虫袋を被せています。この防虫袋は目の細かい
網を縫って自作したものですが、枝の大きさによっ
て必要となる網の大きさも異なるため、いろいろな
大きさの網を試しています（写真-3）。防虫袋をかけ
る作業は大変な労力を要しますが、得られた種子の
発芽率は防虫網の有無によって大きく異なるため（図
-1）、省略することはできません。

　秋には成熟した球果を枝からもぎ取り、葉などの不
要物を取り除いてから球果を乾燥します。乾燥した球
果はカサが開き、中から種子がこぼれ出るので、篩に
通せば種子が得られます。
　これで終わりではなく、次の採種に向けて、採種の
後に剪定を行う必要があります。剪定をしなければ、
樹高や樹冠幅はどんどん大きくなり、枝が混み合って
枯れ上がり、採種ができない状態に陥ってしまいます。
スギの場合は萌芽枝が発生しやすいので、強く剪定し
ても数年後には葉が茂りますが、ヒノキはスギほど萌
芽しやすくありません。特に植栽間隔が1.5 m前後と
短い場合、樹冠の形状や各枝の葉量を維持することは
容易ではなく、これがスギと比較したヒノキミニチュ
ア採種園の難しい点の一つです。
　当採種園の造成当時の間隔は1.5 mでしたが、特定
母樹以外を伐採したことで現在はいびつな配植となっ
ており、個体ごとに周囲の混み具合が異なります（写

真-1）。これを利用し、周囲の混み具合で種子生産量
は異なるのか、さらに、枝単位で採種や計測を行うこ
とで、どのような条件の枝に球果が実りやすいか、と
いった点に注目して調査を行っています。
　スギやヒノキの着果量には年による豊凶があります
が、幸いなことに今年度は豊作のようで、当採種園の
多くの枝は球果が鈴生りの状態です（写真-4）。これ
らを採種した結果をもとに、詳細な解析を行なってい
く予定です。鈴生りの球果をご覧になりたい方は是非
ご見学いただければと思います。

●新しく造成した採種園
　当採種園は規模が小さいこともあり、令和元年度
には設計本数225本、0.37 haの特定母樹ミニチュア
採種園を造成しました（写真-5）。この採種園では、
枝の混み合いを避けるため、植栽間隔を通常のミニ
チュア採種園よりも広い4.0 mとしています。この
採種園の母樹は順調に育っており、近々採種が可能
となります。本稿で紹介した採種園で得られた成果
を、この新しい採種園での種子生産に適用すること
で、より安定的かつ効率的なヒノキ種子の生産を実
現できるものと考えています。

写真-3．防虫袋を設置した様子
　最も大きい袋のサイズは2.0 m×1.5 m

図-1．令和4年度に採種したヒノキ種子の発芽率
　枝ごとかつ防虫網の有無ごとに計測している。

写真-4．鈴生りのヒノキ球果

写真-5．令和元年に造成したヒノキ採種園
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木材市況（令和５年６月） 円/m3

※価格は消費税抜きとし単位は円／m 。積込料、取扱手数料は含まない。製品はいずれもKD材。         　前回比は4月の市況との比較。

地域

松阪
素材

製品

区分 平均価格
13,000
11,000
11,000
14,000
18,000
18,000
18,000
25,000
90,000
100,000

高値
15,000
12,000
12,000
16,000
20,000
20,000
20,000
28,000
110,000
120,000

市況

（供給動向、価格概況、先行き等）
・台風の被害と梅雨の影響で入荷量は激減
　している。
・虫も入りやすくなっているので、仕入れ
　も控えている様子だ。
・全国的に動きが悪いせいか、お客さんの
　買い気も薄く苦戦している。

径
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
18～20㎝
16～18㎝
20～22㎝
24㎝以上
18～20㎝
10.5×10.5㎝
10.5×10.5㎝

品質
並
並
並
並
並
並
並
並
特1
特1

前回比
↓
→
→
→
↓
↓
↓
↓
↓
→

長さ
3m
4ｍ
4ｍ
6ｍ
3m
4ｍ
4ｍ
6ｍ
3m
3m

樹種

スギ

ヒノキ

スギ
ヒノキ

～読者モニターの皆さんから感想とコメントをいただきました～～読者モニターの皆さんから感想とコメントをいただきました～
（令和５年度 森林・林業関係主要事業）
・Ｊクレジット制度は皆の関心は高いですが複雑なので、県が先頭に
　立って引っ張ってもらいたい。
・ＧＸなど新しい単語には分かりやすい日本語表記をしてほしい。
（みえ森林・林業アカデミーの運営状況）
・新校舎の完成を機にさらなる講座の提供に取り組んでほしい。
（第２回みえスマート林業推進協議会）
・境界明確化等をより一層推進するためスマート林業に期待したい。
・航空レーザー測量成果等を誰でも閲覧できるようになったのは良い
　ですが、周知が不足しています。
（県内市町の森林環境譲与税の取組状況）
・令和４年度の譲与税が余りなく活用されたことは素晴らしい。
・切り捨て間伐ばかりでなく境界を明確にして市町の後ろ盾による森
　林資源の循環活用を期待します。

三重の林業編集委員会
（木造耐震シェルターの性能評価）
・燃えにくい素材ならもっと良いものが出来るのでは。参考価格も知
　りたいです。
（松阪飯南森林組合　長森悠介さん）
・親を説得し森林組合に就職した行動力と気持ちの強さに感服しました。
・若手の力で林業の魅力を発信し、林業のイメージを変えていってほしい。
（株式会社眞栄　井上泰志さん）
・持続的な山林管理をするうえで井上さんの考えや思いが大変勉強
　になりました。
・林業体験からオリジナル家具作成の流れを取材して欲しい。
（スギ大断面材の効率的な乾燥）
・乾燥による水分量の違いからあらわし材に亀裂が入ることが理解
　できました。
・乾燥スケジュールの図があればわかりやすいです。

　　　　　　※いただいた感想・コメントを要約し掲載しています。

三重の林業（令和5年5月号）を読んで

3



19三重の林業（No.435）　2023年7月

林業用苗木の生産・販売
－緑資源は優良苗木で－

三重県林業種苗協同組合連合会 三　重　県　木　材　組　合　連　合　会
三重県木材協同組合連合会

会長 辻　　　和　彦
津市桜橋１丁目104　林業会館内

TEL　059-228-7387

会長・理事長 落　合　賢　治
津市桜橋１丁目104　林業会館内

TEL　059-228-4715

「三重の木」利用推進協議会
TEL.059-228-4715 http://www.mienoki.net/

地元で育まれた品質の確かな
認証材で家を建てよう!「三重の木」

「みえ森づくりサポートセンター」は、みなさんの森林環境教育や木育、
森づくり活動の支援を行う施設です。ご活用ください。
〒515-2602  三重県津市白山町二本木3769-1　三重県林業研究所 交流館内
TEL 059-261-1223　 FAX 059-261-4153
mail miemori@zc.ztv.ne.jp　web http://www.zc.ztv.ne.jp/miemori

守ろう地球の環境　－緑と水を育む水源林づくり－

私たちは森林整備センターによる
水源林造成事業を進めています。

三重県水源林造林推進協議会 〒514-0003  津市桜橋１丁目104（林業会館内）
TEL 059-228-0924　FAX 059-228-3220



令和５年７月15日発行／三重県林業技術普及協会・三重県森林協会・三重県森林組合連合会・三重県木材組合連合会
編集／三重の林業編集委員会（059-262-5352）　　　　印刷／森田印刷株式会社（059-234-3219）

持続的な林業経営を目指して

会長　速水　亨

度会郡大紀町滝原870-34　ひのき家内

三重県林業経営者協会
　記事に関するご意見・ご要望は、三重県林業
技術普及協会までお寄せください。

059-228-0924TEL：

バックナンバーはこちら
http://www.ztv.ne.jp/evdva4b3/
infomation.html

「三重の林業」 に関するお知らせ


